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概要

Red Hat Hardware Certification プログラムポリシーガイドは、Red Hat ハードウェア認定を取得す
るための手順、技術、およびポリシーに関する要件を網羅しています。 バージョン 8.74 は 2024
年 1 月 24 日に更新されました。
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多様性を受け入れるオープンソースの強化

Red Hat では、コード、ドキュメントにおける配慮に欠ける用語の置き換えに取り組んでいます。まず
は、マスター (master)、スレーブ (slave)、ブラックリスト (blacklist)、ホワイトリスト (whitelist) の 4
つの用語の置き換えから始めます。この取り組みは膨大な作業を要するため、今後の複数のリリースで
段階的に用語の置き換えを実施して参ります。多様性を受け入れる用語に変更する取り組みの詳細
は、Red Hat CTO である Chris Wright のメッセージ  を参照してください。

多様性を受け入れるオープンソースの強化
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第1章 RED HAT HARDWARE CERTIFICATION プログラムの概要
このガイドを使用して、認定プロセス、ハードウェア認定に関するポリシー、および Red Hat
Hardware Certification チームがハードウェアテストプランを作成する際のプロセスを理解してくださ
い。

1.1. 対象者

Red Hat Hardware Certification プログラムポリシーガイドは、Red Hat とのハードウェア認定に関心
のあるハードウェアベンダーを対象としています。Red Hat Enterprise Linux に関する高度な実務的知
識が必要です。参加前に、Red Hat Certified Engineer  の認定を受けていることが好ましいです。

1.2. プログラムの概要

Red Hat ハードウェア認定プログラムは、Red Hat と協力してハードウェアの公式サポートを確立する
ための正式な手段を提供するものです。認定されたハードウェアは、Red Hat の Global Support
Services(GSS) によってサポートされ、Red Hat Certification Ecosystem Catalog  に掲載されます。

認定プロセスでは、Red Hat のエンジニアが、認定を得るために必要なハードウェア基準を定義したテ
ストプランを作成します。Red Hat のエンジニアは、テストプランの概要 で説明したプロセスに従っ
て、ハードウェア仕様に適したテストプランを作成します。

ハードウェア認定プロセスの説明は、認定プロセスの概要 に記載されています。

1.3. 認定の前提条件

ハードウェア認定プログラムに参加する資格があるかどうかを確認するために、最も重要なポリシーの
概要を以下に示します。

Red Hat はハードウェアのモデルを認定しますが、モデルの特定の設定は認定しません。同じ
モデルの一部として指定されているすべてのオプションのハードウェア設定をテストする必要
があります。

特別な設定や追加のソフトウェアを使用せずに、Red Hat Enterprise Linux (RHEL) の標準イン
ストールでハードウェアをテストする必要があります。Red Hat が提供していないドライバー
をインストールしないでください。

現在、認定を受けられる構成は、以下のとおりです。

RHEL バージョン 7、8、9

コンピュートノードおよびベアメタル用の Red Hat OpenStack Platform

Red Hat Enterprise Linux for Real Time バージョン 7、8、9

作業ノードおよび IPI システム用の Red Hat OpenShift Container Platform

Red Hat Virtualization 4

重要

IBM Power (リトルエンディアン) および ARM アーキテクチャーは、認定を受けるため
には、承認された共同パートナーシップが確立されている必要があります。詳細につい
ては、エンジニアリングパートナーマネージャー (EPM) にお問い合わせください。
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関連情報

サポートされているアーキテクチャーの詳細については、RHEL のバージョンとアーキテク
チャー を参照してください。

認定ポリシーの詳細については、ハードウェア認定ポリシー を参照してください。

第1章 RED HAT HARDWARE CERTIFICATION プログラムの概要
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第2章 認定プロセスの概要

前提条件

Red Hat との認定関係を確立している。

認定を受ける製品と Red Hat 製品の組み合わせで設定されるテスト環境を構築している。

この組み合わせがうまく機能することを事前にテストを行い確認している。

redhat-certification ツールをインストールしている。

手順

1. redhat-certification を使用して、特定のシステムまたはハードウェアコンポーネントの認証リ
クエストを作成します。

2. Red Hat の認定チームは認定ポリシーをハードウェア仕様に適用し、公式のテストプランを作
成します。

3. 公式のテストプランで指定したテストを実行し、解析のために redhat-certification を使用して
結果を Red Hat 提出します。

4. 認定チームはテスト結果を分析し、必要に応じてクレジットをマークし、必要な再テストを通
知します。

5. 認証される項目をカバーする代表的なハードウェアサンプルを Red Hat に提供してください。

すべてのテストに合格した場合、認証は完了し、エントリーは外部の Red Hat Hardware Certification
ウェブサイトの Certifications で一般に公開されます。

関連情報

ハードウェア認定プロセスの詳細は、ハードウェア認定テストスイートユーザーガイド の ハードウェ
ア認定プログラムの概要 セクションを参照してください。

Red Hat Hardware Certification 2024 Red Hat Hardware Certification プラグラムのポリシーガイド
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第3章 ハードウェア認定ポリシー

3.1. プログラムポリシー

3.1.1. ポリシーの変更

通常、Red Hat は認定テストおよび基準の大幅な改訂を Red Hat Enterprise Linux のメジャーリリース
に限定しています。

Red Hat は、ハードウェア認定ポリシー、基準、およびテストスイートの更新を、OS のマイナーリ
リース時、新しいハードウェアサポート機能の導入時、または必要とみなされるその他の時点を含め、
いつでもリリースすることができます。

常に 1 つのバージョンのポリシーのみが有効となります。この最新のポリシーは、リリースされた時点
で有効であり、以前のすべてのバージョンに取って代わるものです。

注記

認定プロセスで適用されたポリシーガイドのバージョンは、認定完了時に認定に記録さ
れます。

ポリシーや基準の変更は、hwcert-announce-list@redhat.com メーリングリストに通知として送られま
す。ウェブインターフェイス (https://www.redhat.com/mailman/listinfo/hwcert-announce-list) でメー
リングリストに登録してください。

テストスイートの変更は、テストスイートのエラータ通知やパッケージの変更履歴にも記載されます。

3.1.2. 認定のライフサイクル

認定ライフサイクルは、Red Hat が、ハードウェアシステムまたはコンポーネントと RHEL の特定の
アーキテクチャーおよびバージョンの組み合わせに対して、認定を授与した時点から始まります。ハー
ドウェアシステムまたはコンポーネントは、以下のいずれかの場合に認定を保持しなくなります。

再認証が必要です。

Red Hat は RHEL のそのバージョンをサポートしなくなりました。

ハードウェアプログラムへの参加を中止します。

このライフサイクルポリシーは、階層化された認定にも適用されます。

3.1.2.1. 関連情報

RHEL のバージョンとアーキテクチャー

階層化された製品認定のポリシー

3.1.3. 提出期間

ある Red Hat Enterprise Linux のメジャーリリースに対する新しいハードウェア認定は、通常、Red
Hat Enterprise Linux の 2 番目のメジャーバージョンがリリースされるまで提出することができます。

通常、提出期間終了の通知が、30 日前には、hwcert-announce@redhat.com メーリングリストに通知

第3章 ハードウェア認定ポリシー
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通常、提出期間終了の通知が、30 日前には、hwcert-announce@redhat.com メーリングリストに通知
が送られます。これらの提出期間を終了するための計画は、Enterprise Partner Manager と連携して行
う必要があります。

通常の提出期間以外で認定を希望される場合は、Enterprise Partner Manager にご相談ください。

これらのリクエストは、ケースバイケースで審査されます。提出期限を過ぎた認定リクエストは、オペ
レーティングシステムの追加更新を必要としないこと。

注記

Red Hat Enterprise Linux の新しいメジャーバージョンがリリースされるまでの期間、
パートナーはリリース候補メディアを使用して認定テストを開始することを選択できま
す。このオプションにより、これらのベンダーは新製品の発売時にシステムの認定を受
けられる可能性があります。

リリース候補版と一般提供版の間に重要な変更がある場合は、さらにテストが必要にな
ることがあります。認定は、GA バージョンが正式にリリースされるまで公開されませ
ん。

3.1.4. オリジナル認定

認定ハードウェアに対するパートナーのサポートは、Red Hat Hardware Certification の基本的な部分
です。認定を受けるハードウェアに関するすべてのリクエストと情報は、オリジナルのハードウェア
メーカーから Red Hat に提出されなければなりません。

ハードウェアパートナーは、ハードウェアやテストの一部に独自の外部パートナーを利用することがで
きますが、すべての利益や追加コストはパートナーの責任となります。

Red Hat は、認定リクエストを提出したパートナーとのみ対話し、提出したパートナーであることを
Red Hat が容易に識別できるベンダー+メーカー+モデルの値と共にオリジナルの認定のみを公開しま
す。

3.1.5. 未公開の認定

Red Hat に提出されたすべてのハードウェア認定要求は、Hardware Catalog に公開されるエントリー
に対する要求であると推定されます。認定は、その認定が Hardware Catalog にまだ公開されていない
場合、パートナーの要求に応じて未公開にすることができます。

非公開の認定は、公開された認定と同じポリシーに従いますが、インターネットでは公開されません。

認定基準を満たさない認定リクエストは、すべてのケースで未公開となります。

重要

認定を公開しないようにする要求は、認定が最初に開始される際に認定要求のコメント
ダイアログで行う必要があります。

注記

通常 Red Hat のアーティクルまたはソリューションによって提供されるコンテンツに対
して、未公開の認定の中でコメントを提供することができます。

3.1.6. コンポーネントの活用

Red Hat Hardware Certification 2024 Red Hat Hardware Certification プラグラムのポリシーガイド
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ハードウェア認定テストプロセスの効率を最大化するために、Red Hat はテストプランを満たすために
ハードウェア認定パートナーが Red Hat Enterprise Linux の同一 (またはそれ以降のマイナー) リリース
およびアーキテクチャーに対する特定のテストケースを再使用または活用することを認めており、この
場合、類似のモデル間でコンポーネントが再利用されます。

活用して認定を受けるすべてのハードウェアを網羅した Red Hat Enterprise Linux の品質保証 (QA) プ
ロセスが必要です。Red Hat はこの QA プロセスを利用してこの機能を提供します。したがって、パー
トナーは、コンポーネントパススルー認定 に記載されている場合を除き、他のパートナーのテストを利
用することはできません。レバレッジに関する追加の要件は、ハードウェアクラスの要件 に記載されて
います。

3.1.7. コンポーネントレバレッジプール

レバレッジプールとは、システムベンダーが行う一連の未公開コンポーネント認定のことで、後のシス
テム認定の際の活用により使用するコンポーネントのリストを作成することを目的としています。レバ
レッジプールには以下の条件が適用されます。

レバレッジプールの認定では、そのコンポーネントの通常の認定基準に合格する必要がありま
す。

レバレッジプール認定は、Hardware Catalog の通常のCreateページを使用して開始する必要が
あります。

レバレッジプールに設定する認定の種類を要求するコメントを追加する必要があります。

レバレッジプール認定では、単一のコンポーネントのみが対象となります。

レバレッジプール認定の試験結果をシステム認定に利用する場合は、システム認定テストプラ
ンのレバレッジ欄にレバレッジプール認定の認定 ID を記載する必要があります。

3.1.8. システムパススルー認定

パススルー認定とは、サードパーティーのシステムやコンポーネントが、オリジナルのハードウェア
メーカーにより過去に認定されたハードウェアと同じ認定を取得できる機能のことです。

元のベンダーが以下の状況の場合、システムメーカーは、自社のシステムに付与された認定を、別のベ
ンダーのシステムに拡大することができます。

a. サードパーティーからの許可を得ている。

b. Red Hat が認定したオリジナルモデルのサブセットと見なされなくなるような方法でサード
パーティーがハードウェアを変更しないことを保証する仕組みを持っている。さらに、

c. サポートおよび代表的なハードウェアに関する責任を、サードパーティー製ハードウェアに関
わる状況にまで拡大する (Hardware Certification Agreement の 1.2 項および 1.3 項を参照)。

サードパーティーは、パススルー認定を他のベンダーに拡大することはできません。両方のベンダーが
ハードウェア認定プログラムのメンバーである必要がありますが、パススルー認定を申請できるのはオ
リジナルのベンダーだけです。

パススルーリクエストは、オリジナルの認定の Hardware Catalog エントリーのAdvancedタブにあ
るPass-Throughダイアログを使用して開始する必要があります。

ベンダーは、同一のベンダーが同一のハードウェアに対して複数の名称を持つ場合にも、パススループ
ロセスを利用することができます。
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3.1.9. コンポーネントパススルー認定

コンポーネントベンダーは、以下の場合にパススループロセスを利用することができます。

(a) サードパーティーからの許可を得ている。

(b) サードパーティーがハードウェアを変更しないようにするための仕組みを持っている。

(c) サポートおよび代表的なハードウェアに関する責任を、サードパーティー製ハードウェアに関わる
状況にまで拡大する (Hardware Certification Agreement の 1.2 項および 1.3 項を参照)。

サードパーティーベンダーは、パススルー認定を他のベンダーに拡大することはできません。両方のベ
ンダーがハードウェア認定プログラムのメンバーである必要がありますが、パススルー認定を申請でき
るのはオリジナルのコンポーネントベンダーだけです。オリジナルの認定およびパススルー認定は、公
開されていても、公開されていなくても構いません。

サードパーティーのシステムベンダは、標準的な PCIe フォームファクタの Ethernet、Fibre Channel、
Infiniband、iSCSI、SATA、SAS、RAID、CNA、および WLAN オプションカードのシステム認定におい
て、これらのコンポーネントの認定を活用することができます。

レバレッジにより認定されるすべてのハードウェアを網羅する内部の QE プロセスを含め、通常のレバ
レッジポリシーが、コンポーネントパススルー認定を利用するシステム認定に適用されます。コンポー
ネントパススルー認定は、レバレッジプールのポリシーに従うこともできます (プログラムポリシー コ
ンポーネントレバレッジプール を参照)。

コンポーネントパススルー認定は、オリジナルコンポーネントのベンダーによるオリジナルのコンポー
ネント認定の Hardware Catalog エントリーのAdvancedタブのPass-Throughダイアログを使用して開
始されます。

パススルー認定が完了すると、システムベンダーに提供されます。これにより、システムベンダーは、
パススルー認定 ID を、システム認定テストプランのレバレッジ値として提供することができます。

3.1.10. 再認定

当初のテストプランの基準を変更するようなモデルの変更には、再認定が必要です。モデルの変更に
は、ハードウェア、BIOS、ファームウェアなどがあります。

例

サポートする CPU の数を増やしたり、ネットワークやストレージコントローラーなどの新しいコン
ポーネントを追加する場合は、再認定が必要です。

ハードウェアの変更を処理するために、新しい補助認定を開始する必要があります。

関連情報

テストプランの基準の詳細については、テストプランの概要 を参照してください。

3.1.11. 既知の問題

モデルは、Red Hat Enterprise Linux に関する重大な既知の問題がないことが必要です。認定プロセス
の一環として、Red Hat は、顧客に影響を与える重要な未解決の問題が存在しないことを確認するため
に調査を行います。

3.1.12. サンプルハードウェア

代表するハードウェアのサンプルは、セルフテストと Red Hat テストの両方の認定において、Red Hat
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代表するハードウェアのサンプルは、セルフテストと Red Hat テストの両方の認定において、Red Hat
Engineering および Red Hat Support によって要求されます。このハードウェアは、Red Hat が顧客の
問題を検証、デバッグ、修正したり、将来の製品をテストしたりするのに利用されます。ハードウェア
のサンプルについては、以下の条件がありますのでご注意ください。

ハードウェアのサンプルは、すべてのモデルの機能を完全に提供する設定でなければなりませ
ん。

規定のテストプラン (テストプランの概要 を参照) は最小設定のガイドラインとして使用できま
すが、特定のハードウェアや予定されているお客様のデプロイメント、その他の要因に応じ
て、Red Hat Support が特定の設定を要求する場合があります。

ハードウェアのサンプルには、適切なインストールと操作のために必要な付属品も追加して含
まれている必要があります。

認定を発行する前に、ハードウェアが Red Hat の場所に存在する必要があります。

Red Hat Support は、その裁量により、ハードウェアの将来的な提供の約束を受け入れること
があります。

担当の Technical Account Manager(TAM) またはサポート担当者が、設置場所や設定の詳細を
ご案内いたしますので、ハードウェアを出荷する前にご相談ください。

3.2. RHEL 認定のポリシー

以下のポリシーは、Red Hat Enterprise Linux (RHEL) 認定に適用されます。

3.2.1. サポート対象の RHEL のバージョンとアーキテクチャー

ハードウェア認定は、RHEL のメジャーバージョンとプロセッサーアーキテクチャーに固有のもので
す。認定は、リリースされたマイナーバージョンから次のメジャーバージョンまで有効です。次または
前のメジャーバージョンや他のアーキテクチャーには引き継がれません。

RHEL 7 の場合、認定は同じバージョンとアーキテクチャーのすべてのバリアントに適用されます。

次の表は、認定で組み合わせることができる RHEL のバージョンとアーキテクチャーを示しています。

RHEL のバージョン アーキテクチャー

RHEL 9
AMD および Intel 64 ビット

64 ビット IBM Z

ARM 64-ビット

IBM Power Systems (リトルエンディアン)
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RHEL 8
AMD および Intel 64 ビット

IBM Z (64-ビット)

ARM 64-ビット

IBM Power Systems (リトルエンディアン)

RHEL 7
AMD および Intel 64 ビット

IBM Z (64-ビット)

IBM Power Systems (ビッグエンディアン)

IBM Power Systems (リトルエンディアン)

RHEL のバージョン アーキテクチャー

重要

RHEL 9.2 以降、RHEL for ARM には、64k ページサイズをサポートするオプションの
カーネルが含まれています。64k ページサイズでの認定に関心のあるパートナーは、ま
ずデフォルトの 4k カーネルを使用して RHEL 9 認定を完了し、次に 64k カーネルで 2
番目の認定を実施する必要があります。4k 認定がある場合でも 64k 認定時にそれが考慮
されるわけではありません (逆も同様)。64k 認定が正常に完了すると、64k ページサイ
ズのサポートと 64k カーネルの使用方法を示すナレッジベース記事が 4k 認定に添付さ
れます。

3.2.2. システムおよびコンポーネントの認定

認定プロセスの開始時に、認定するハードウェアモデルの仕様を提供する必要があります。モデルの仕
様には、工場標準およびオプションのコンポーネントが含まれている必要があります。モデルと互換性
があると指定された追加のハードウェアが仕様に含まれる場合がありますが、モデルとは別のものとし
てお客様が識別できる必要があります。

Red Hat は、システムまたはコンポーネントにハードウェア認定を授与します。

システム は、RHEL を起動、インストール、および操作できるハードウェアです。

コンポーネント は、RHEL を起動、インストール、および操作できるシステムのサブセットと
して利用できるハードウェアです。

仕様に基づいて、Red Hat は RHEL でコンポーネントまたはシステムを認定するためのテスト計画を作
成します。

認定の成功基準

プログラムの要件とモデル固有のテスト計画の基準が満たされると、認定が成功します。

認定試験計画が要件を満たしていないと思われる場合は、認定にコメントを追加して、例外のリクエス
トを送信してください。

3.2.3. カタログの公開

Red Hat Hardware Certification 2024 Red Hat Hardware Certification プラグラムのポリシーガイド
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成功基準を満たす認定は、Red Hat Ecosystem Catalog  で公開できます。ただし、Red Hat は、一般提
供 (GA) に達した製品に授与されるハードウェア認定エントリーのみを公開します。

Red Hat Catalog では、RHEL のバージョンによって認定の表示が異なります。カタログで公開されて
いる RHEL 8 または RHEL 9 の認定公開には、以下のステータスのいずれかと共にテスト計画内に記載
された機能が表示されます。

サポート対象: テストして合格、またはテストして条件付き合格。

サポート対象外: テストしたが不合格、またはテストしていない。

RHEL 7 の場合、カタログには、システムの機能リストを含まない認定ハードウェアの基本ビューが表
示されます。

3.2.4. カタログ検索結果

お客様が機能で製品を検索した場合、製品の認定でサポートされている機能が検索要求の機能と一致し
た場合にのみ、製品が検索結果に表示されます。これにより、お客様は必要な機能に対して認定された
ハードウェアを見つけることができます。

テストされていない機能、またはシステムの認定時に合格しなかった機能は、システムの補足認定を使
用して更新することができます。認定されると、必要に応じて RHEL 8 または RHEL 9 の認定カタログ
エントリーに追加機能が追加されます。

3.3. 階層化された製品認定のポリシー

階層化された製品認定は、RHEL 用に認定済みのシステムに与えられる追加の認定です。

Red Hat は、次の階層化された認定を提供します。

Red Hat Enterprise Linux for Real Time

Red Hat Virtualization

Red Hat OpenStack Platform Compute

Red Hat OpenStack Platform Bare Metal

Red Hat OpenStack Platform for Real-Time Applications

Red Hat OpenShift Container Platform

Red Hat OpenShift Container Platform Bare Metal

3.3.1. Red Hat Enterprise Linux for Real-Time

サポートされている RHEL のバー
ジョン

サポートされる RHEL for Real
Time バージョン

前提条件となる認定

7、8、9 7、8、9 RHEL

お使いのシステムに対して、前出の表に詳述されている前提条件の認定が授与された後、Red Hat
Enterprise Linux for Real Time 認定を申請してください。

Red Hat Hardware Certification テストスイートには、リアルタイム認定を取得するために必要なテス
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Red Hat Hardware Certification テストスイートには、リアルタイム認定を取得するために必要なテス
トが含まれています。

詳細については、ハードウェアクラスの要件 を参照してください。

3.3.1.1. 関連情報

Red Hat Enterprise Linux for Real Time Life Cycle

3.3.2. Red Hat Virtualization

サポートされている RHEL のバー
ジョン

サポートされる RHEL for Real
Time バージョン

前提条件となる認定

7、8 7、8 RHEL

Red Hat Virtualization は RHEL に依存し、RHEL と共同で設計されています。基盤が共通であることか
ら、システムが Red Hat Enterprise Linux 認定の際に、基本的な仮想化テストに合格した場合、Red
Hat Virtualization 認定を受けるために追加のテストを実行する必要はありません。システムが高度な仮
想化テストにも合格した場合、Red Hat Virtualization 認定には高度な機能も自動的に含まれます。

Red Hat は、すべての 64 ビット Intel および AMD、および RHEL 用に提出されたすべての IBM Power
リトルエンディアンサーバー認定について、お客様に代わって Red Hat Virtualization 認定を自動的に開
きます。

認定を希望しても自動的に受け取らなかった場合は、Red Hat Virtualization 製品の階層化された新しい
認定要求を作成します。

3.3.2.1. 関連情報

Red Hat Virtualization

Red Hat Virtualization のライフサイクル

Red Hat Enterprise Linux を KVM ホストとして認定する

3.3.3. Red Hat Enterprise Linux OpenStack Platform Compute

サポートされている RHEL のバー
ジョン

サポートされる RHEL for Real
Time バージョン

前提条件となる認定

8 および 9 サポートマトリックスを参照して
ください

RHEL (基本的な仮想化テストに合
格している必要があります)

Red Hat OpenStack Platform は RHEL に依存し、RHEL と共同で設計されています。基盤が共通であ
ることから、システムに対して前出の表に詳述されている前提条件の認定を満たしている場合は、Red
Hat OpenStack Platform Compute の認定を取得するために追加のテストを実行する必要はありませ
ん。また、新しい認定を取得する必要もありません。

ただし、Red Hat OpenStack Platform RHEL 8 の場合、階層化された製品認定は、特に LPAR (論理
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ただし、Red Hat OpenStack Platform RHEL 8 の場合、階層化された製品認定は、特に LPAR (論理
パーティション) ベースではない POWER システムに適用されます。RHEL 8 で階層化された製品認定
を受けるには、テスト中にシステムをベアメタルハイパーバイザーとして機能させる必要があります。

RHEL 9 の場合、Red Hat は POWER システム上の KVM をサポートしません。したがって、仮想化
ベースの階層化された製品認定は作成されません。

他のアーキテクチャーまたはカテゴリーの場合、または認定を希望しているけれども、自動的に受け取
らなかった場合は、Red Hat OpenStack Platform Compute 製品の新しい階層化認定要求を作成してく
ださい。

Red Hat は、ベースボード管理コントローラー (BMC) を備えたシステムを認定するパートナーに対し
て、Red Hat OpenStack Platform Bare Metal 認定も申請することを推奨しています。

関連情報

Red Hat OpenStack Platform

Red Hat OpenStack Platform のライフサイクル

Red Hat OpenStack Platform ハードウェアベアメタル認定ポリシーガイド

Red Hat ベアメタルハードウェア認定ワークフローガイド

3.3.4. Red Hat OpenStack Platform for Real-Time Applications

サポートされている RHEL のバー
ジョン

サポートされる RHEL for Real
Time バージョン

前提条件となる認定

8 サポートマトリックスを参照して
ください RHEL (基本的な仮想化テ

ストに合格している必要
があります)

Red Hat Enterprise
Linux for Real Time

Red Hat OpenStack
Platform Compute

お使いのシステムに対して、前出の表に詳述されている前提条件の認定が授与された後、Red Hat
OpenStack Platform for Real-Time Applications 認定を申請してください。Red Hat Hardware
Certification テストスイートには、リアルタイム認定を取得するために必要なテストが含まれていま
す。

3.3.5. Red Hat OpenShift Container Platform

サポートされている RHEL のバー
ジョン

サポートされる RHEL for Real
Time バージョン

前提条件となる認定

9.2 および 9.3 (RHOCP 4.13 また
は 4.14)

サポートマトリックスを参照して
ください

RHEL (基本的な仮想化テストに合
格している必要があります)
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8 (RHOCP 4.12) サポートマトリックスを参照して
ください

RHEL (基本的な仮想化テストに合
格している必要があります)

サポートされている RHEL のバー
ジョン

サポートされる RHEL for Real
Time バージョン

前提条件となる認定

Red Hat OpenShift Container Platform は、RHEL に依存し、RHEL と共同で設計されています。基盤
が共通であることから、システムに対して前出の表に詳述されている前提条件の認定を満たしている場
合は、Red Hat OpenShift Container Platform の認定を取得するために追加のテストを実行する必要は
ありません。

ただし、RHEL 8 ベースのサポート対象バージョンである Red Hat OpenShift Container Platform (現在
v4.11 および v4.12) の場合、階層化された製品認定は特に LPAR (論理パーティション) ベースではない
POWER システムに適用されます。RHEL 8 で階層化された製品認定を受けるには、テスト中にシステ
ムをベアメタルハイパーバイザーとして機能させる必要があります。

RHEL 9 の場合、Red Hat は POWER システム上の KVM をサポートしません。したがって、仮想化
ベースの階層化された製品認定は作成されません。

他のアーキテクチャーまたはカテゴリーの場合、または認定を希望しているけれども、自動的に受け取
らなかった場合は、Red Hat OpenShift Container Platform 製品の新しい階層化認定要求を作成してく
ださい。

Red Hat OpenShift Platform Bare Metal 認定を申請して、IPI および Assisted installer 機能をカタログ
の RHOCP エントリーに追加します。

関連情報

Red Hat OpenShift Container Platform

Red Hat OpenShift ライフサイクル

Red Hat OpenStack Platform ハードウェアベアメタル認定ポリシーガイド

Red Hat ベアメタルハードウェア認定ワークフローガイド

3.4. ソフトウェアポリシー

3.4.1. テストスイートのバージョン

Red Hat は、すべてのテストにテストスイートパッケージの最新バージョンを使用することを推奨しま
す。テストスイートパッケージの新バージョンが利用可能になった場合、以前のバージョンを使用して
作成された結果は、3ヶ月間は引き続き受け付けられます。この期間が終了すると、Hardware Catalog
は旧バージョンで作成された結果パッケージを自動的に拒否し、有効なパッケージでテストを繰り返す
必要があります。現在有効なパッケージのバージョンは、結果パッケージ送信フォームに表示されま
す。

重要

テストスイートは、認定テスト実行のために変更してはいけません。テストスイートは
セルフチェックを実行し、変更されている場合はサポート可能なテストに失敗します。
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3.4.2. Red Hat Enterprise Linux のバージョン

Red Hat Enterprise Linux バージョンの最新のマイナーリリースを常に推奨しますが、完全なテスト基
準を満たす任意のリリースを使用することができます。完全にサポートされた最も早いリリースでテス
トすることで、潜在的な顧客ベースを最大化します。テスト時に複数のマイナーリリースが使用された
場合は、最新のマイナーリリースがそのモデルの公開リリースとして使用されます。特定モデルの機能
によっては、ご希望のリリースとは異なる最低リリースが必要となる場合があります。

Red Hat Enterprise Linux は、Red Hat Hardware Certification Review チームが推奨する場合や ソフト
ウェアドライバーポリシー に従った場合を除き、エラータパッケージで更新してはいけません。不必要
なエラータがインストールされた状態で行われたテストは、再テストが必要になる場合があります。

注記

テストスイートは、Red Hat Enterprise Linux 7 サーバー、Red Hat Enterprise Linux 8
ベース OS、および Red Hat Enterprise Linux 9 ベース OS に対してのみテストされま
す。同じメジャーバージョンの Red Hat Enterprise Linux のすべてのバリアント
(Workstation, Desktop など) は、共通のパッケージのコアセットを共有しています。認
定試験中にこれらのバリアントを使用することは可能ですが、必要なパッケージのサブ
セットしか提供できないため、再試験が必要になる場合があります。

これらのバリアントを使用する場合、認定時の技術サポートは提供されません。

http://people.redhat.com/gcase/rhcert-2/ks/ から入手可能な適切な RHEL キックス
タートファイルの説明に従って OS を設定します。

3.4.3. Red Hat Enterprise Linux for Real-Time バージョン

Red Hat Enterprise Linux for Real-Time のテスト結果は、対応する Red Hat Enterprise Linux の現在お
よび以前のマイナーリリースにインストールされた Realtime 製品の現在のマイナーリリースでのみ受
理されます。新しい Red Hat Enterprise Linux for Real-Time マイナーリリースが利用可能になると、以
前の Realtime マイナーリリースの結果は 30 日間受け付けられます。

3.4.4. 未修正の Red Hat Enterprise Linux

Red Hat Hardware Certification プログラムでは、Red Hat Enterprise Linux の標準的なインストール
で、変更を加えずにテストすることが求められています。インストーラーや初回起動時のユーティリ
ティーによるデフォルト設定の変更は、標準的なシステムツールを使用して設定変更が可能であり、デ
フォルト設定ではデータ損失の可能性がない場合に許可されます。デフォルト設定への必要な変更は、
認定リストに関連付けられた Red Hat ナレッジベースソリューションで文書化する必要があります。そ
のため、Red Hat 認定システムを購入するお客様は、そのシステムが Red Hat Enterprise Linux の標準
的なインストールで期待通りに動作することを確信することができます。

3.4.5. カーネルブートパラメーター

カーネルブートパラメーターは、ハードウェア設定の修正に使用できる追加のパラメーターです。これ
らのパラメーターは、以下の場合に使用できます。

機能を無効にしない場合。

未使用時にデータ損失の可能性がない場合。

例

noacpi のカーネルパラメーターがないとインストールされないシステムを起動するときにこのパラ
メーターが必要な場合には、使用できます。ただし、システムはインストールするが、noacpi が指定
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されていない場合にデータが時と共に破損する場合は、問題が解決されるまで認定は中断されます。認
定中に使用されている追加のカーネルパラメーターは、Red Hat ナレッジベース  ソリューションで文書
化して、このソリューションを認定リストにリンクして明確にすることができます。

3.4.6. カーネルのテイント値

Red Hat は、パートナーがテイントされていない (値が 0) カーネルを実行しているシステムで、ハード
ウェア認定テストを行うことを想定しています。サポートされる、必要なカーネルドライバーの結果が
Red Hat Driver Update Program  または表面的な無害なカーネル警告からのものである場合、テイント
された カーネルのゼロ以外の値は許容される可能性があります。認定中に承認されたゼロ以外のテイン
ト値は、認定公開に関連する Red Hat ナレッジベースソリューション  に記載されます。

3.4.7. ドライバー

Red Hat は、ドライバーをテクノロジープレビューとして提供し、今後予定されている製品のイノベー
ションへの早期アクセスを付与する場合があります。これらのドライバーは完全にサポートされておら
ず、認定を実現するためには使用できません (Technology Preview features support scope  を参照)。ド
ライバーは、Red Hat Enterprise Linux の製品ドキュメント  のリリースノートでテクノロジープレ
ビューとして指定されます。

Red Hat は、一部のドライバーが Red Hat Enterprise Linux に含まれることができないことを認識して
います。追加のドライバーの使用は推奨されませんが、特定のケースでは、このようなドライバーが認
定プロセス中に使用されることがあります。このようなケースには、以下が含まれます。

ドライバーが公式の Red Hat Errata に含まれており、ブートまたはインストールのテストに必
要ない場合 (ハードウェアクラスの要件 を参照) または

ドライバーが公式の Red Hat Enterprise Linux Driver Update Disk に含まれている場合

ドライバーが、認定を完了するのにテストする必要のないオプションのハードウェアと使用 (認
定ポリシー を参照) する場合。

注記

ナレッジベースエントリーは、Driver Update Program が使用されるすべての認定に関連
付けられます。

ハードウェア認定で使用される Red Hat が正式に同梱していない追加のドライバー
は、kerneldrivers.org で説明されている標準の kmod プロセスを使用してビルドする必要があります。
承認されたシンボルのみを使用し、サブシステムを追加しないでください。また、Red Hat の提供する
ドライバーと置き換えたり、競合したりしないでください。Red Hat が提供するドライバーにすでに存
在するハードウェアサポートを提供することは、競合とみなされます。追加ドライバーでは、Red Hat
による品質およびソースのレビューは実行されません。

追加のドライバーの使用が適正であると考えられる場合は、認定の開始時に、ドライバーの名前、ドラ
イバーが必要なハードウェア、上記のドライバー構築の推奨事項が満たされている場合は、ドライバー
情報およびエンドユーザーカスタマーサポート情報 (該当する場合) へのベンダーの URL アドレスを含
め、認定要求にコメントを追加する必要があります。

重要

テクノロジープレビュードライバーは Red Hat ではサポートされず、認定中は使用でき
ない場合があります。

重要
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重要

可能な場合は、追加のドライバーおよびテクノロジープレビュードライバーを使用せず
にテストを実施する必要があります。supportable テストは、すべてのテクノロジープ
レビューおよび Red Hat 以外のドライバーに対して失敗を返します。

警告

Red Hat Enterprise MRG Realtime または Red Hat Enterprise Linux for Realtime
カーネルでは提供されていないドライバーは、リアルタイムテストでは許可されま
せん。これには、Red Hat が提供するドライバーディスク、テクノロジープレ
ビュードライバーパッケージ、およびサードパーティードライバーが含まれます。

注記

上記の要件は、ベンダーが認定済みのハードウェアで代替のオープンソース、プロプラ
イエタリー、バイナリー、ソースコード、またはその他のドライバーを提供またはイン
ストールするのを妨げません。この基準は、Red Hat Hardware Certification テストおよ
びリストにのみ適用されることが目的です。

3.4.8. SELinux

認定は、SELinux を有効にし、ターゲットポリシーを使用して、Enforcing をオンにして実行する必要
があります。テストスイートは、これらの条件をチェックします。

3.4.9. KVM ホストとしての Red Hat Enterprise Linux

RHEL 認定は、システムがカーネル仮想マシン (KVM) をホストできるかどうかをテストします。ハー
ドウェア認定テスト計画には、次の仮想化テストが含まれています。

システム仮想化 テスト: Red Hat Enterprise Linux 認定には必須です。

Advanced System Virtualization テスト: Red Hat Virtualization 認定  に推奨されます。高度な
システム仮想化テストに合格すると、Red Hat Virtualization 認定にさらに機能が追加されま
す。

RHEL 認定では、基本的なテストと高度なテストの両方が計画されています。

注記

以下の場合、KVM 仮想化テストは予定されていません。

すべての RHEL バージョン上 の ARM

RHEL 7 システム上の IBM z

3.4.9.1. 関連情報

仮想化テストの詳細については、システムプロセッサー の表の システム仮想化 および 高度な
システム仮想化 を参照してください。


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3.4.10. ゲストとしての Red Hat Enterprise Linux

仮想化環境での Red Hat Enterprise Linux が関与する認定は、承認されたコラボレーションパートナー
シップが確立されている場合にのみ発生する可能性があります (詳細はパートナーマネージャーにお問
い合わせください)。再認定を含め、すべてのポリシーと基準は、Red Hat Enterprise Linux に示される
仮想化ハードウェアに適用されます。基礎となるハードウェアや仮想化レイヤーへの変更は、ベンダー
が必要に応じて開示およびテストする責任を持ちます。

3.5. BIOS およびファームウェアポリシー

3.5.1. 実稼働レベル

BIOS/ファームウェアのバージョンは、テスト中に実稼働レベルである必要があります。

例

機能は、主な変更点を保留にせずに完了します。

テスト後の BIOS/ファームウェアの変更は、BIOS/ファームウェアポリシーの変更 の基準を満たす必要
があります。認定の公開日までに、顧客がテスト済みまたはそれ以降のリビジョンを利用可能である必
要があります。

3.5.2. 変更

機能を有効または無効にする BIOS/ファームウェアの変更には、再認定が必要です。BIOS を変更して
バグを修正したり、スプラッシュ画面などの表面的なアイテムを変更したりする場合は、再認定は必要
ありません。これらの変更がハードウェア、Red Hat Enterprise Linux、または認定ステータスに悪影響
がないことを検証するためのベンダー内部テストが必要です。ただし、このテストの結果は Red Hat に
提出する必要はありません。

3.5.3. 設定

必要な BIOS/ファームウェアの設定情報を認定リクエストのコメントで提供する必要があります。推奨
される設定データやデフォルト設定データの提供が推奨されますが、必須ではありません。ベンダーが
提供する設定情報は、関連する Red Hat ナレッジベース  ソリューションを使用して認定リストで提供
されます。代替設定によりデータ破損の問題が発生したり、機能が予期せず中断したりシないことを検
証するのは、ハードウェアベンダーの責任です。

ハードウェア機能や機能を有効または無効にするユーザーが設定可能な BIOS 設定は、テスト中に機能
が有効になるように設定する必要があります。たとえば、オンボードネットワークを制御する設定は、
ネットワークインターフェイスを有効にするように設定する必要があります。

3.5.4. 読み込み済みの OS

上記のガイドラインに従い、サポートされているバイナリー RPM パッケージへの永続リンクがある場
合に、OS のサポートされているメカニズムから読み込まれるファームウェアを使用することができま
す。Red Hat 製品に含まれていない OS により読み込まれたファームウェアは、認定リストに関連付け
られた Red Hat ナレッジベースソリューションに記載されます。

3.5.5. ハードウェア正常性サブテスト

ハードウェア正常性サブテストでは、ハードウェアがサポートされているか、要件を満たしているか、
既知のハードウェアの脆弱性がないかをテストすることで、システムの正常性を確認します。このサブ
テストでは以下のことを行います。
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Red Hat Enterprise Linux (RHEL) カーネルがハードウェアをサポート対象外のものと認識して
いないことを確認します。カーネルはサポート対象外のハードウェアを認識すると、システム
ログにサポート対象外のハードウェアに関するメッセージを表示したり、サポート対象外の
カーネルテイントをトリガーしたりします。このサブテストは、サポートされていない設定や
環境で Red Hat 製品を実行した場合に生じる可能性のある実稼働環境でのリスクからお客様を
守るためのものです。
ハイパーバイザー、パーティション、クラウドインスタンス、その他の仮想マシンがある場
合、カーネルは、仮想マシンから RHEL に提示されたハードウェアデータに基づいて、サポー
ト対象外のハードウェアに関するメッセージやテイントをトリガーすることがあります。

テスト対象のシステム (SUT) がハードウェアの最小要件を満たしていることを確認します。

RHEL 8 および 9: 最小システム RAM が、CPU 論理コアあたり 1.5 GB である必要がありま
す。

RHEL 7: 最小システム RAM が、CPU 論理コアあたり 1 GB である必要があります。

カーネルがハードウェアの既知の脆弱性を報告しているかどうか、それらの脆弱性に緩和策が
あるかどうか、その緩和策によって脆弱性が解決されているかどうかをチェックします。多く
の緩和策は自動的に適用されるため、お客様が脆弱性を解決するために積極的に行動する必要
はありません。また、緩和策を適用できない場合があります。その他のほとんどのケースで
は、システム BIOS/ファームウェアの設定変更が必要ですが、あらゆる状況でお客様が設定を
変更できるわけではありません。

システムにオフラインの CPU が存在しないことを確認します。

同時マルチスレッド (SMT) がシステムで利用可能か、有効か、アクティブかどうかを確認しま
す。

これらのテストのいずれかに失敗すると、テストスイートから WARN が出力され、パートナーは、正
しく意図された動作をするかどうかを検証する必要があります。

合格の基準

カーネルに、UNSUPPORTEDHARDWARE テイントビットが設定されていない。

カーネルがサポート対象外のハードウェアに関するシステムメッセージを報告していない。

カーネルが、緩和策のある脆弱性を脆弱として報告していない。

カーネルが、論理コアとインストールされたメモリーの比率が範囲外であると報告していな
い。

カーネルがオフライン状態の CPU を報告していない。

関連情報

メモリーの最小要件

RHEL 8 では利用可能だが、RHEL 9 では削除されたハードウェアサポート

RHEL 7 では利用可能だが、RHEL 8 では削除されたハードウェアサポート

ハードウェアサポートは RHEL 6 で利用可能ですが、RHEL 7 では削除されました

3.6. ハードウェアポリシー
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3.6.1. スタンドアロン

Red Hat Enterprise Linux のみの環境でフル機能を有効にするには、モデルにすべてのハードウェアお
よびソフトウェアが含まれている必要があります。たとえば、起動や設定に管理コンソールが必要なシ
ステムは、コンソールが別のシステムの Internet Explorer からしかアクセスできない場合に、認定の対
象になりません。

3.6.2. コンポーネントおよび周辺機器

個別にリスト表示されるコンポーネントと周辺機器は、アーキテクチャーで利用可能な場合は、仮想化
でテストする必要があります。ハードウェアカタログに記載されるコンポーネントには、コンポーネン
トが Red Hat Enterprise Linux との互換性を示しているものの、特定のシステムで機能することを保証
できないため、互換性を確保するためにシステムベンダーに連絡する必要があることをお客様に通知す
る一般的な免責事項が添付されます。

3.6.3. 実稼働レベル

Red Hat Hardware Certification プログラムでは、実稼働レベルのハードウェアを使用したテストが必
要です。同等の実稼働レベルにアップグレードされた実稼働前のハードウェアも受け入れ可能です。

3.6.4. 変更

認定モデルは、認定テスト結果のリグレッションや基準の変更が発生するように変更することができま
せん。機能の追加や変更を行わないマイナーな変更は、ベンダーによってテストされることが期待され
ますが、再提出する必要はありません。たとえば、ケーブルの長さまたはパッシブバックプレーンの
ポート数の変更など。ベンダーは、機能を追加するものを含む重要な変更について Red Hat に通知しま
す。再認定が必要な場合は、元の認定から新たな補助認定エントリーを開く必要があります。必要な追
加のテストは、元の提出と同じ Red Hat Enterprise Linux バージョンを使用して実行する必要がありま
す。更新されたテストと元の提出の間でバージョンの不一致が発生した場合は、明確にするため
に、Red Hat ナレッジベース  の記事が元の認定に関連付けらる場合があります。補助認定は他の認定と
共にキューで処理されますが、公開されません。

3.6.5. 設定の制限

Red Hat 製品の制限を超える設定で利用可能なモデルは、引き続き認定の対象となります。テストで
は、手動設定または自動設定により、制限内のモデルを示すことで実施する必要があります。たとえ
ば、カーネルは制限を超えたメモリーや、制限を超える CPU を自動的に無視します。手動の設定は、
標準的な設定およびカーネルパラメーターのポリシーに従います。わかりやすくするために、Red Hat
ナレッジベースの記事が認定リストに追加されることがあります。

ベンダーは、認定作業の前に、関連する Red Hat Enterprise Linux 製品の制限を引き上げる機能リクエ
ストに関して、Hardware Partner Manager およびパートナー TAM と連携することが推奨されます。す
べての Red Hat Enterprise Linux 機能リクエストと同様に、必要なタイムライン、開発、およびテスト
の取り組みは、認定プロセスの外部でケースバイケースで決定されます。

注記

Red Hat Enterprise Linux の現在のサポートされる制限は、
https://access.redhat.com/articles/rhel-limits に記載されています。

3.6.6. パフォーマンスの最小値

通常、Red Hat Hardware Certification では、パフォーマンステストの責任をハードウェアベンダーに
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通常、Red Hat Hardware Certification では、パフォーマンステストの責任をハードウェアベンダーに
配置します。ただし、お客様に大きな影響を及ぼす大きなパフォーマンスの問題の場合、解決策が決定
されるまで、認定が遅れる可能性があります。

3.6.7. 外部業界標準および認定

Red Hat は、ハードウェアパートナーが、Red Hat ハードウェア認定プログラムとは別に、ハードウェ
アに適用される政府、市場、および業界標準を満たすように関連するテストおよび認定を実施すること
を期待します。Red Hat は、ハードウェアの Red Hat 製品との相互運用性と機能にどのように関係する
かを除き、このような標準または認定が満たされているか、または付与されているかを特別に評価や検
証しません。

規格 (PCI-SIG、USB-SIG、ARM Server Ready、CE、FCC を含むがこれに限らない) は、Red Hat から
独立しており、保証どおりにアーカイブまたは取得するのはハードウェアパートナーの責任です。
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第4章 テストプランの作成

4.1. テストプランの概要

ハードウェア認定エンジニアは、以下の手順に従ってテストプランを作成します。

1. 仕様でモデルを定義します。

2. オプションを決定します。

3. サポート対象外のオペレーティングシステムの機能と意図しないハードウェアを削除します。

4. テストセットの最小基準を適用します。

5. install、boot、および kdump 要件を追加します。

6. 追加のポリシー要件を追加します。

上記の手順を実施すると、残りの項目でハードウェアのテストプランが決まります。Hardware Catalog
では、Test Plan Progress でテストプランを記録します。

関連情報

各ハードウェアクラス項目に必要なテストの定義に関する詳細は、ハードウェアクラスの要件
を参照してください。

注記

Red Hat Hardware Certification テストプランは、適切で完全な内部品質保証テスト、基
準、およびプロセスを置き換えることは意図されていません。各ベンダーは、独自の内
部出荷基準に関する責任を有しており、必要な認定テストプランの項目を超えるテスト
を行うことが推奨されます。

4.2. モデル

Red Hat Hardware Certification プログラムは、モデルの特定の設定ではなく、ハードウェアモデル全
体を認定します。モデルには、ハードウェアパートナーによってハードウェア仕様に記載されているす
べての統合ハードウェアとオプションのハードウェアが含まれます。

4.2.1. モデル名

モデル名は一意で、特定のハードウェア仕様が含まれている必要があります。

Red Hat Hardware Certification プログラムは、段階的な名前付けスキームをサポートしています。階
層化された命名スキームは、モデルおよびサブモデルの階層的なコレクションが含まれる命名スキーム
です。認定の目的で階層化された命名スキームを採用する場合、仕様には、認定要求で指定される名前
で合理的に表されるすべてのサブモデルが含まれると見なされます。

たとえば、3000、3000a、および 3000s の 3 つのモデル名を考えてみましょう。3000 が 3000a モ
デルおよび 3000s モデルを含むコレクションを表す場合は、モデル名として 3000 を送信すると、
3000a および 3000s の仕様が組み込まれます。逆に、3000s が提出された場合、仕様は 3000s の仕
様に詳述されているハードウェアのみに限定されます。3000 が 3000a および 3000s とは別のモデル
である場合、認定では 3000 仕様に概要が記載されているハードウェアのみが考慮されます。公開され
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ているモデル名は、特定の状況において明確にするために変更される場合があります。変更がある場合
は、認証プロセス中および公開前に議論する必要があります。このような変更は Red Hat の裁量で行わ
れます。

4.3. SPECIFICATIONS

ハードウェア仕様の一貫性と正確性を維持するには、Red Hat と顧客の両方に同じ仕様を提供するよう
にしてください。また、正確かつ包括的なハードウェア仕様を保証するには、リストされているガイド
ラインに従ってください。

ハードウェアの利用可能なすべての仕様を含む、公的にアクセス可能な URL を提供します。こ
の URL は、最終的な公開仕様をホストする必要があります。初期の仕様は、異なる形式であっ
ても、製品の正式な発売前に提出できます。ただし、これらの初期仕様は、公開前に Red Hat
が最終的な公開仕様と照合して検証するため、最終的な顧客仕様の形式および構造と一致して
いる必要があります。

一般化された仕様については、正確かつ詳細な情報を Red Hat に提供する必要があります。た
とえば、"10 ギガイーサネット" について言及する場合は、Broadcom、Intel、Mellanox、また
はその他の特定のバリエーションなどの製造元を指定する必要があります。さらに、'Intel
40GbE XL710-QDA’ などの特定のデバイスモデルを含めることを推奨します。これにより、
Red Hat はテスト計画をより効率的に作成できるようになります。

一般化された仕様が複数の方法で解釈される可能性がある場合、またはさまざまな可能性がカ
バーされる場合は、Red Hat に明確な詳細を提供する必要があります。たとえば、ハードウェ
アが最大 80 コアをサポートできる可能性があるにもかかわらず、40 コアのみを提供する予定
の場合、Red Hat は認定のために 40 コアの制限を考慮します。ただし、40 コアを超えるコア
を顧客に提供する予定の場合は、そのような設定を利用可能にする前に追加の認定が必要にな
ります。

4.4. オプションの種類

ハードウェアを認定する際には、モデルに関連付けることができるさまざまなタイプのオプションを理
解することが重要です。これらのオプションは、どのようなコンポーネントが含まれるか、またそれら
が認定プロセスにどのような影響を与えるかを定義するのに役立ちます。

4.4.1. 統合ハードウェア

統合ハードウェアは、モデルのすべての設定に存在する必要があるハードウェアです。CPU オプショ
ン、メモリーオプション、統合グラフィックコントローラー、統合ディスプレイ、モデル内のその他の
フィールドで取り外しできないハードウェアを含むすべての統合ハードウェアコンポーネントをテスト
する必要があります。これには、System-on-Chip(SoC)、System-in-Package(SiP)、およびその他の
完全または部分的な統合システムソリューション設計に統合されている機能が含まれます。統合ハード
ウェアの特定の部分は、OS 以外の機能  および システムプロセッサーの表 セクションで指定されてい
る除外基準を満たす機能を提供する場合、認定から免除される場合があります。

4.4.2. オプションハードウェア

オプションのハードウェアは、モデルの一部の設定に存在するハードウェアです。

以下の状況では、オプションのハードウェアのテストは必要ありません。

1. Optional Hardware は削除可能なフィールドです。

2. モデル内で独自の機能を提供しない [1]
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3. 別のオペレーティングシステムで使用することが明確に示されています [2]

4. 必要に応じて、モデルの仕様またはモデルのサポート URL、およびモデルに関連する Red Hat
Hardware Certification マークを使用するすべての資料に、サービスレベルへの影響を開示する
ことが明確にマークされています。

4.4.3. 追加のハードウェア

追加のハードウェアは、追加で購入できるハードウェアですが、モデルの設定の一部として含まれてお
らず、テストする必要もありません。追加のハードウェアがモデル仕様に表示される場合があります
が、明確に識別できる必要があります。詳細は、特定の追加ハードウェアの認定リストに添付されてい
るナレッジベース記事を確認してください。

4.4.4. 特殊なケース

ハードウェアポリシーの変更は、オプションのハードウェアまたは一連の CPU によって、元の認定プ
ロセス中に当初の希望よりも高いマイナーリリースが発生する場合に使用できます。これにより、オプ
ションのハードウェアまたは CPU に必要な上位リリースを反映するために、関連する Red Hat ナレッ
ジベース記事とともに、必要なリリースでモデルをテストおよび投稿できるようになります。

4.5. OS 以外の機能および意図しない機能

残りのハードウェアが完全に機能し続ける場合は、オペレーティングシステムによって提供されない
ハードウェア機能クラスをテストする必要はありません。わかりやすくするために、Red Hat ナレッジ
ベースの記事が認定リストに追加されることがあります。

意図しない機能とは、ハードウェアパートナーが意図的に含めていない統合またはオプションハード
ウェアで提供される機能として定義されます。この機能は、サポート対象外として呼び出されない限
り、ハードウェア仕様に記載しないでください。意図しない機能は、どの OS 上でもハードウェアパー
トナーによってサポートできません。残りのハードウェアが完全に機能し続ける場合は、提供される機
能が一意であっても、意図しない機能をテストする必要はありません。混乱を軽減するために、BIOS
から機能を無効化または削除し、電源を供給せず、コネクターやヘッダーなどを含めないようにするこ
とで、可能な場合は意図しない機能をエンドユーザーからマスクすることが推奨されます。明確にする
ために、Red Hat ナレッジベースの記事を追加できます。意図しない機能への変更はハードウェアの変
更と見なされ、ハードウェア変更のポリシーと要件が適用されます。

意図しない機能は、すべてのアーキテクチャーで利用できない項目に対応することもできます。

例

Infiniband ストレージコントローラーが Intel 64 および AMD64 アーキテクチャー上でのみシステムベ
ンダーでサポートされている場合、コントローラーはシステムの i386 認定では意図しない機能と見な
される可能性があります。意図しない機能ステータスを付与するには、i386 アーキテクチャーオペレー
ティングシステムではこの機能をサポートすることはできません。

4.6. 最小テストセット

Red Hat Hardware Certification プログラムでは、ハードウェアの最大および最小サポート設定を含む
すべての設定でテストすることを推奨します。また、これらの設定にリソースを割くことは、可用性、
コスト、タイミング、およびその他の制約によって困難である可能性があることも認識しています。

このような理由から、ハードウェアクラスの要件 でハードウェアクラスにより最小要件ポリシーを定義
しました。この列は、コンポーネント、コンポーネントレバレッジプール および コンポーネントパス
スルー認定 と組み合わされます。
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最小テスト要件は、製品リリース基準として意図されておらず、内部の Red Hat Enterprise Linux およ
びその他の Red Hat 製品の相互運用性、および認定テストは、認定テストに加えて、およびそれより前
に、実施されることが期待されています。

警告

テスト中に使用されるすべてのハードウェアは、モデル仕様の一部にする必要があ
ります。モデルの一部であった場合は、最小テストセットの一部として適格となる
可能性のある同様のハードウェアは、受け入れられません。たとえば、モデル仕様
に表示される CPU のみを使用できます。同じ CPU 製品ファミリーの他のメンバー
からの結果は受け入れられません。

Red Hat Enterprise Linux でサポートされる最大の制限は https://access.redhat.com/articles/rhel-limits
で定義されています。

4.7. インストール、起動、および KDUMP 要件

Red Hat Enterprise Linux のインストールでは、多くのメディア (例: 光学メディアおよびネットワーク)
によるテストが必要になる場合があります。また、Red Hat Enterprise Linux が正常に起動することを
確認するには、すべてのブートデバイスをテストする必要があります。ハードウェアクラスの要件 の表
には、インストールおよび起動テストが必要なハードウェアが表示されます。起動テストの要件を満た
すのに、完全なインストールは必要ありません。

テスト効率を向上させるためには、可能な場合は起動テストとインストールテストを組み合わせること
を Red Hat では推奨しています。たとえば、CD の Red Hat Enterprise Linux インストールメディアか
ら起動し、フルインストールを実行すると、CD の起動とインストールテストの要件が満たされます。

Kdump は、クラッシュ時に以前のカーネルの状態をキャプチャーするために使用されます。この機能
はデフォルトで有効になっており、問題のデバッグのためにこの重要な情報を適切にキャプチャーでき
るよう、テストする必要があります。

統合ストレージコントローラーおよび統合ネットワークアダプターがモデルで利用可能な場合は、これ
らの項目で kdump テストが必要です。これらの要件は、すべての RHEL 認定に適用されます。

4.8. ハードウェアクラスの要件

クラスごとのハードウェア要件

ハードウェアクラスの要件は、コンピュート、管理、ネットワーク、およびストレージに分類されま
す。

4.8.1. Compute

コンピュートに含まれるハードウェア機能は以下のとおりです。

表4.1「システムプロセッサー」

表4.2「システムメモリー」


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表4.3「システム要素」

表4.4「サウンド」

表4.5「Thunderbolt ポート」

表4.6「USB ポート」

表4.1 システムプロセッサー

ハードウェアクラ
ス

カタログ機能 必要なテスト 必要なハードウェ
ア

インストール、起
動、kdump

システムプロセッ
サー、System-on-
Chip(SoC)、
System-in-
Package(SiP)

論理コアの最大数 CORE 論理コアの最大数
[a] および利用可能
な CPU からの機
能セット。

インストール、起
動

CPU 周波数制御 CPUSCALING、
INTEL_SST [b]、ま
たは

POWER_STOP [c]

論理コアの最大数
[d] および利用可能
な CPU からの機
能セット。

 

 HW_PROFILER ま
たは
SW_PROFILER

論理コアの最大数
[e] および利用可能
な CPU からの機
能セット。

 

リアルタイムシス
テム

REALTIME REALTIME [f] 論理コアの最大数
およびリアルタイ
ムカーネルで使用
可能な CPU から
の機能セット。 [g]

 

システムの仮想化 ゲストの
SUPPORTABLE と
CORE と
MEMORY

ゲストの
SUPPORTABLE と
CORE と
MEMORY

FV_CORE および
FV_MEMORY

完全に仮想化され
たゲスト環境での
実行

ホストマシン上で
実行されます。

 

高度なシステムの

仮想化 [h]
CPU ピニング。 FV_CPU_PINNING 完全に仮想化され

たゲスト環境での
実行
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パススルースト
レージ、PCIE パス
スルーストレー
ジ、USB パスス
ルーネットワー
ク、PCIE パスス
ルーネットワー
ク、仮想マシンの
ライブマイグレー
ション

FV_USB_STORAG
E_PASSTHROUG
H、
FV_PCIE_STORA
GE_PASSTHROU
GH、
FV_USB_NETWOR
K_PASSTHROUG
H、
FV_PCIE_NETWO
RK_PASSTHROUG
H、および
fv_live_migration

IOMMU が有効に
なっているホスト
マシンで実行しま
す。

 

[a] コアクロック速度、FSB 速度、キャッシュサイズ、キャッシュ深度、製造サイズは機能セットのレビューでは考慮され
ません。

[b] RHEL バージョン 8.3 以降で利用可能

[c] コアクロック速度、FSB 速度、キャッシュサイズ、キャッシュ深度、製造サイズは機能セットのレビューでは考慮され
ません。

[d] コアクロック速度、FSB 速度、キャッシュサイズ、キャッシュ深度、製造サイズは機能セットのレビューでは考慮さ
れません。

[e] コアクロック速度、FSB 速度、キャッシュサイズ、キャッシュ深度、製造サイズは機能セットのレビューでは考慮され
ません。

[f] これらのテストは、Red Hat 製品 (Red Hat Enterprise Linux for Real-Time および Red Hat OpenStack Platform for
Real-Time Applications) の認定に使用されます。

[g] CPU コアごとのメモリーチェックは、ハードウェア認定テスト (RHEL7 および RHEL8 のメモリー、コア、リアルタイ
ム、およびすべての完全仮想化テスト) の計画条件として、RHEL の最小要件のメモリー標準により追加されています。
CPU コアごとのメモリーチェックが合格しないと、上記のテストはテストプランに自動的に追加されません。ただし、
CLI を使用して手動で計画できます。

[h] これらの機能は、Red Hat Virtualization の認定でのみ表示されます。

ハードウェアクラ
ス

カタログ機能 必要なテスト 必要なハードウェ
ア

インストール、起
動、kdump

レバレッジの注記:モデル内での同等またはそれ以下の機能セット。スケーリング設計のプロ
セッサー/コア数低下。既存の認定への機能セットおよびコアカウントのアップグレードプロ
セッサーのアップグレードは、現地でインストール可能な物理パッケージとして定義され、現
地でインストール可能な BIOS/ファームウェアのアップグレードが必要になる場合がありま
す「設定」。

表4.2 システムメモリー

ハードウェアクラ
ス

カタログ機能 必要なテスト 必要なハードウェ
ア

インストール、起
動、kdump
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システムメモリー サポートされる最
大システムメモ
リー

メモリー、メモ
リー _HBM_ の
み、メモリー
_HBM_ キャッ
シュ、メモリー
_HBM_ フラット

論理コアの最大数
を使用した場合、
論理コアあたり最

小 1GB。[a][b]

対応する論理コア
数を使用した最大
HBM メモリーサ
イズ [c]

HBM_only、
HBM_cache、およ
び HBM_ flat でサ
ポートされる最大
HBM メモリーサ
イズ

インストール、起
動

NVDIMM - メモ
リーモード

NVDIMM - メモ
リーモード[d]

メモリー[e] 任意のサイズの
NVDIMM

インストール、起
動

NVDIMM - アプリ
ケーションダイレ
クト

NVDIMM - アプリ
ケーションダイレ

クトモード[f]

NVDIMM[g] 任意のサイズの
NVDIMM

インストール、起
動、Kdump

[a] システムは、RHEL の制限に関する記事 に記載されているメモリー要件内の設定でなければなりません。

[b] 利用可能な最大システムメモリーが Red Hat Enterprise Linux Technology Capabilities and Limits  の記事に記載されて
いる最大メモリーを超える場合は、追加のテストが必要です。

[c] 利用可能なシステム設定によっては、必要な HBM メモリーテストを通常のシステムメモリーとは別に実施する必要が
ある場合があります。

[d] RHEL バージョン 7.6 以降で利用可能

[e] NVDIMM - メモリーモードに追加の EET テストも必要です。

[f] RHEL バージョン 7.3 以降で利用可能

[g] NVDIMM テストがセクターを利用する

ハードウェアクラ
ス

カタログ機能 必要なテスト 必要なハードウェ
ア

インストール、起
動、kdump

レバレッジの注記:RAM タイプとメモリーコントローラーが一致する等しいまたはそれ以下の
量。

NVDIMM ハードウェアクラスに関するレバレッジの注記:ストレージモードは、OS の制限内の
容量が小さいか、それ以上の同じ実装でのみ使用されます。

表4.3 システム要素
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ハードウェアクラ
ス

カタログ機能 必要なテスト 必要なハードウェ
ア

インストール、起
動、Kdump

メインボード、
シャーシ、I/O
シャーシ、ドッキ
ングステーショ
ン、ポート拡張

統合およびオプ
ションハードウェ
アに適用されるク
ラス

統合およびオプ
ションハードウェ
アに適用されるク
ラステスト

デバイスクラスで
必要に応じて各機
能に適用可能なテ
スト

インストール、起
動

マルチ機能/マルチ
ポートアダプター

各機能/ポートに適
用されるクラス

各機能/ポートに適
用されるクラステ

スト[a][b]

デバイスクラスで
必要に応じて各機
能に適用可能なテ
スト

インストール、起
動

[a] 使用できないポートをテストする必要があります。

[b] リムーバブルカードに複数のポートを作成するには、同一のチップを複製します。レバレッジはマルチポートを囲むこ
とができます。

表4.4 サウンド

ハードウェアクラス カタログ機能 必要なテスト 必要なハードウェア

サウンドカード ステレオ音声再生および
ステレオ音声録音

オーディオ ステレオの録音および再
生 (該当する場合)

HDMI オーディオ HDMI オーディオ再生 オーディオ HDMI ポート

レバレッジの注記:同一の統合チップセットとコーデックおよびリムーバブルアダプター

表4.5 Thunderbolt ポート

ハードウェアクラス カタログ機能 必要なテスト 必要なハードウェア

Thunderbolt 3、
Thunderbolt 4

Thunderbolt 3、
Thunderbolt 4

Thunderbolt 3、
Thunderbolt 4

同等の機能ホットプラグ
を備えたデバイスを備え
た各ポート

表4.6 USB ポート
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ハードウェアクラス カタログ機能 必要なテスト 必要なハードウェア

USB 2、USB 3 (5 ギガ
ビット)、USB C (5 ギガ
ビット)、USB 3 (10 ギガ
ビット)、USB C (10 ギ
ガビット)、USB 3 (20
ギガビット)、USB C
(20 ギガビット)、USB
4 (20 ギガビット)、USB
4 (40 ギガビット)

USB 2 ポート、USB 3 (5
ギガビット) ポート、
USB C (5 ギガビット)
ポート、USB 3 (10 ギガ
ビット) ポート、USB C
(10 ギガビット) ポー
ト、USB 3 (20 ギガビッ
ト) ポート、USB C (20
ギガビット) ポート、
USB 4 (20 ギガビット)
ポート、USB 4 (40 ギガ
ビット) ポート

USB2、USB3、
USB3_5Gbps、
USB3_10Gbps、
USB3_20Gbps、
USB4、
USB4_20Gbps、または
USB4_40Gbps

同等の機能ホットプラグ
を備えたデバイスを備え

た各ポート。 [a][b][c][d]

[a] すべての RHEL 7.x 認定では、USB 3.1 gen2 ポートは、RHEL 7.3 以降でテストする必要があります。

[b] gen1 デバイスでのみテストされた USB 3.1 gen2 ポートは認定できます。

[c] RHEL 7 の新しいバージョンでは、10Gbps の USB 3.1 Gen2 に対応しています。

[d] USB 3.1 Gen2 ポートは、RHEL 7.5 以前またはそれ以降および RHEL 7.4(EUS) の 5Gbps でのみサポート/テストされま
す。

4.8.2. 管理

管理に含まれるハードウェア機能は以下のとおりです。

表4.7「コンソール」

表4.8「電源制御」

表4.9「Identity Management」

表4.7 コンソール

ハードウェアクラ
ス

カタログ機能 必要なテスト 必要なハードウェ
ア

インストール、起
動、kdump

ディスプレイアダ
プターおよび仮想
コンソール

グラフィックコン
ソール

VIDEO VRAM/VBIOS の
制限、パネル機
能、または
1024x768 (24 また
は 32 BPP) のうち
低いもの

インストール[a]、
起動

アダプターの表示 基本的な GPU グ
ラフ

VIDEO_DRM DRM カーネルモ
ジュールがサポー
トするグラフィッ
クコントローラー
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アダプターの表示 高速化された GPU
グラフ

VIDEO_DRM_3D DRM カーネルモ
ジュールがサポー
トするグラフィッ
クコントローラー
+ ハードウェア高
速化でサポートさ
れているグラ
フィックコント
ローラー

 

ラップトップパネ
ル

グラフィックコン
ソール LCD

動画 [LID][b] ネイティブ解像

度[c][d] (利用可能
なディスプレイと
グラフィックコン
トローラーの組み
合わせを使用した
アダプティブまた
はネイティブの色

深度)[e][f]

インストール

LCD バックライト
制御

バックライト[g][h]  

[a] インストール時にネイティブ解像度は必要ありません。

[b] バックライトがある場合は、蓋のスイッチに応答する必要があります。

[c] 補正/ストレッチは、テストのネイティブ解像度としては認定されません。

[d] 水平解像度 1360 は、ネイティブパネル 1366 で使用できます。

[e] 他のポリシーで除外されたオプションのグラフィックコントローラーをテストする必要はありません。各ディスプレイ
には、少なくとも 1 つのディスプレイとコントローラーの組み合わせが必要です。

[f] 混乱を避けるために、ディスプレイとグラフィックスコントローラーの組み合わせを Red Hat ナレッジベースの記事の
エントリーで明確にすることができます。

[g] バックライトテストでは外部ディスプレイはサポートされません。

[h] RHEL バージョン 8.0 以降の認定では、利用できますが、必須ではありません。

ハードウェアクラ
ス

カタログ機能 必要なテスト 必要なハードウェ
ア

インストール、起
動、kdump

レバレッジの注記:共有メモリー、プロセッサー統合のない同一のリムーバブルカードまたは統
合チップ。ビデオメモリー内が減少します。

表4.8 電源制御

ハードウェアクラス カタログ機能 必要なテスト 必要なハードウェア

電源管理、バッテリー ディスクへの一時停止、
メモリーへの一時停止、
バッテリーの監視

バッテリー、蓋、および
一時停止

バッテリー電源から実行
するすべてのモデル機能
に必要です。

第4章 テストプランの作成

33



表4.9 Identity Management

ハードウェアクラス カタログ機能 必要なテスト 必要なハードウェア

fingerprintreader フィンガープリントリー
ダー

fingerprintreader 組み込みまたは外部の
フィンガープリントリー
ダー

4.8.3. ネットワーク

ネットワークに含まれるハードウェア機能は以下のとおりです。

表4.10「イーサネット」

表4.11「ファイバーチャネル」

表4.12「イーサネット上ファイバーチャネル (FCoE)」

表4.13「iSCSI」

表4.14「Infiniband」

表4.15「iWarp」

表4.16「Omnipath」

表4.17「コンバージドイーサネット上 RDMA (RoCE)」

表4.18「WiFi」

表4.19「Bluetooth」

表4.10 イーサネット

ハードウェアクラ
ス

カタログ機能 必要なテスト 必要なハードウェ
ア

インストール、起
動、kdump

イーサネット 1 ギガビットイーサ
ネット、2.5 ギガ
ビットイーサネッ
ト、5 ギガビット
イーサネット、10
ギガビットイーサ
ネット、20 ギガ
ビットイーサネッ
ト、25 ギガビット
イーサネット、40
ギガビットイーサ
ネット、50 ギガ
ビットイーサネッ
ト、100 ギガビッ
トイーサネット、
200 ギガビット
イーサネット

1GigEthernet、
2.5GigEthernet、
5GigEthernet、
10GigEthernet、
20GigEthernet、
25GigEthernet、
40GigEthernet、
50GigEthernet、
100GigEthernet、
200GigEthernet

最大接続速度の各
インターフェイ

ス。[a]

インストール、起
動、kdump
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[a] ネットワークパーティションをサポートするデバイスでは、1 回以上のテストの実行で、完全な帯域幅と単一パーティ
ションの両方が実証される必要があります。

ハードウェアクラ
ス

カタログ機能 必要なテスト 必要なハードウェ
ア

インストール、起
動、kdump

レバレッジの注記:同一の統合チップセットおよびリムーバブルアダプター

表4.11 ファイバーチャネル

ハードウェアクラ
ス

カタログ機能 必要なテスト 必要なハードウェ
ア

インストール、起
動、kdump

ファイバーチャネ
ル

16 ギガビットファ
イバーチャネル、
32 ギガビットファ
イバーチャネル、
64 ギガビットファ
イバーチャネル、
128 ギガビット
ファイバーチャネ
ル

ネットワークまた

はストレージ[a]
最大接続速度の各
インターフェイ
ス。

インストール、起
動、kdump

[a] 通常の接続速度は機能と見なされます。リモート接続のストレージデバイスには、追加のテストが必要になる場合があ
ります。

レバレッジの注記:同一の統合チップセット、リムーバブルアダプター、ドライバー、およびア
レイ

表4.12 イーサネット上ファイバーチャネル (FCoE)

ハードウェアクラ
ス

カタログ機能 必要なテスト 必要なハードウェ
ア

インストール、起
動、kdump

FCoE アダプター FCoE ストレージ[a] 最大接続速度の各
インターフェイ
ス。

インストール、起
動、kdump

[a] 通常の接続速度は機能と見なされます。リモート接続のストレージデバイスには、追加のテストが必要になる場合があ
ります。

レバレッジの注記:同一の統合チップセット、リムーバブルアダプター、ドライバー、およびア
レイ

表4.13 iSCSI
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ハードウェアクラ
ス

カタログ機能 必要なテスト 必要なハードウェ
ア

インストール、起
動、kdump

iSCSI アダプター iSCSI ネットワークおよ

びストレージ[a]
最大接続速度の各
インターフェイ
ス。

インストール、起
動、kdump

[a] 通常の接続速度は機能と見なされます。リモート接続のストレージデバイスには、追加のテストが必要になる場合があ
ります。

レバレッジの注記:同一の統合チップセット、リムーバブルアダプター、ドライバー、およびア
レイ

表4.14 Infiniband

ハードウェアクラ
ス

カタログ機能 必要なテスト 必要なハードウェ
ア

インストール、起
動、kdump

Infiniband[a] QDR Infiniband、
FDR Infiniband、
EDR Infiniband、
HDR Infiniband、
Socket Direct

Infiniband_QDR、
Infiniband_FDR
Infiniband_EDR、
Infiniband_HDR、
Infiniband_Socket_
Direct

最大接続速度の各
インターフェイ

ス。[b][c]

インストール、起
動、kdump

[a] PCIe インターフェイスを複数の独立したインターフェイスに分割し、単一のアダプターに接続する複数のホスト。

[b] 最小限のレイテンシーで効率的なデータ配信を実現するためにハードウェアに接続を実装します。

[c] ネットワークパーティションをサポートするデバイスでは、1 回以上のテストの実行で、完全な帯域幅と単一パーティ
ションの両方が実証される必要があります。

レバレッジの注記:同一の統合チップセット、リムーバブルアダプター、ドライバー、およびア
レイ

表4.15 iWarp

ハードウェアクラス カタログ機能 必要なテスト 必要なハードウェア

iWarp 10 ギガビット iWarp、
20 ギガビット iWarp、
25 ギガビット iWarp、
40 ギガビット iWarp、
50 ギガビット iWarp、
100 ギガビット iWarp、
200 ギガビット iWarp

10GigiWarp、
20GigiWarp、
25GigiWarp、
40GigiWarp、
50GigiWarp、
100GigiWarp、
200GigiWarp

要求される最大接続速度
の対応するテストの各イ

ンターフェイス[a]

[a] ネットワークパーティションをサポートするデバイスでは、1 回以上のテストの実行で、完全な帯域幅と単一パーティ
ションの両方が実証される必要があります。
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レバレッジの注記:同一の統合チップセットおよびリムーバブルアダプター

表4.16 Omnipath

ハードウェアクラス カタログ機能 必要なテスト 必要なハードウェア

OmniPath OmniPath OmniPath 要求される最大接続速度
の対応するテストの各イ
ンターフェイス

レバレッジの注記:同一の統合チップセット、プロセッサーおよびリムーバブルアダプター

表4.17 コンバージドイーサネット上 RDMA (RoCE)

ハードウェアクラス カタログ機能 必要なテスト 必要なハードウェア

RoCE 2.5 ギガビット RoCE、5
ギガビット RoCE、10 ギ
ガビット RoCE、20 ギ
ガビット RoCE、25 ギ
ガビット RoCE、40 ギ
ガビット RoCE、50 ギ
ガビット RoCE、100 ギ
ガビット RoCE、200 ギ
ガビット RoCE

2.5 GigRoCE、5
GigRoCE、
10GigRoCE、
20GigRoCE、
25GigRoCE、
40GigRoCE、
50GigRoCE、
100GigRoCE、
200GigRoCE

要求される最大接続速度
の対応するテストの各イ

ンターフェイス[a]

[a] ネットワークパーティションをサポートするデバイスでは、1 回以上のテストの実行で、完全な帯域幅と単一パーティ
ションの両方が実証される必要があります。

レバレッジの注記:同一の統合チップセット、プロセッサーおよびリムーバブルアダプター

表4.18 WiFi

ハードウェアクラ
ス

カタログ機能 必要なテスト 必要なハードウェ
ア

インストール、起
動、kdump

ワイヤレスネット
ワーク、インター
フェイスアダプ
ター

ワイヤレス N、ワ
イヤレス AC、
USB ワイヤレス
N、USB ワイヤレ
ス AC、ワイヤレ
ス G、および USB
ワイヤレス G

ワイヤレス G、ワ
イヤレス N、ワイ
ヤレス AC[a]、
WiFi6 (以前は
WirelessAX)

N(最高)、G、B、
A(最低) の順序で
最大接続の各イン
ターフェイス。

インストール、起
動

[a] Red Hat Enterprise Linux 7.0 は、802.11n 速度の 802.11ac デバイスのみをサポートします。Red Hat Enterprise Linux
7.0 に完全な 802.11ac 接続速度を提供するエラータが利用可能になるまで、802.11ac デバイスの WirelessN テストの結果が
許可されます。

レバレッジの注記:同一の統合チップセット、プロセッサーおよびリムーバブルアダプター
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表4.19 Bluetooth

ハードウェアクラス カタログ機能 必要なテスト 必要なハードウェア

Bluetooth Bluetooth 3.x、
Bluetooth 4.x、
Bluetooth 5.x

BLUETOOTH3、
BLUETOOTH4、
BLUETOOTH5

最大 Bluetooth バージョ
ンにおける各インター
フェイス

レバレッジの注記:同一の統合チップセットおよびリムーバブルアダプター

4.8.4. ストレージ

ストレージに含まれるハードウェア機能は以下のとおりです。

表4.20「HBA、HDD、および SDD」

表4.21「テープ」

表4.22「メモリーカードまたはリーダー」

表4.23「光学」

表4.20 HBA、HDD、および SDD

ハードウェアクラ
ス

カタログ機能 必要なテスト 必要なハードウェ
ア

インストール、起
動、kdump

M.2 NVMe、M.2
SATA、PCIe
NVMe、SATA
HDD、SATA
SSD、SAS[a]、
SAS SSD、U.2
NVMe、U.2 SATA

M.2 NVMe、M.2
SATA、NVMe、
SATA、SATA
SSD、SAS、SAS
SSD、U.2 NVMe、
U.2 SATA

M2_NVMe、
M2_SATA、
NVMe、SATA、
SATA_SSD、
SAS、SAS SSD、
U2_NVMe (PCI
Express)、
U2_SATA

任意の容量[b] のド

ライブ[c] で、コン
トローラーにア
タッチされている
もの、またはロー
カルアタッチアレ
イの最大ストレー
ジ容量 (OS の制限
を超える場合)

インストール、起
動、kdump

RAID コントロー
ラー

ストレージ ストレージ 各インターフェイ
スの各 OS コード
パス (複数のドラ
イバーが使用され
ている場合など)。
アレイの最大スト
レージ容量 (OS の
制限を超える場合)

インストール、起
動、kdump
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NVMe over Fabric NVMe over
Infiniband、NVMe
over iWarp、
NVMe over
Omnipath、NVMe
over RoCE、
NVMe over TCP

nvme_infiniband、
nvme_iwarp、
nvme_omnipath、
nvme_roce、
nvme_tcp

LTS から、OS 制
限の最大ストレー
ジ容量の下で SUT
イーサネットコン
トローラーサイズ
に共有される
NVMe SSD ドライ
ブ。

 

[a] SAS コントローラーには、SAS ドライブを使用したテストが必要です。

[b] ドライブの容量はシステムのコンテキストでは追跡されません。

[c] SSD 機能には、テスト対象の SSD ドライブが必要です。

ハードウェアクラ
ス

カタログ機能 必要なテスト 必要なハードウェ
ア

インストール、起
動、kdump

レバレッジの注記:同一の統合チップセット、リムーバブルアダプター、ドライブ、およびアレ
イ

RAID コントローラーに関するレバレッジの注記:タイプの基準に従う同一の統合チップセッ
ト、リムーバブルアダプター、ドライブ、およびアレイ。RAID レベルの減少、メモリー容量ま
たはバッテリーの存在の変更

表4.21 テープ

ハードウェアクラス カタログ機能 必要なテスト 必要なハードウェア

テープドライブおよび

チェンジャー[a]
テープドライブ、テープ
チェンジャー

TAPE 各ドライブ

[a] チェンジャーには、手動テストとテストの説明および結果レポートが必要です。

レバレッジの注記:同一のドライブとチェンジャー。同じドライブの内部バージョンと外部バー
ジョン。ホストインターフェイス、ハードウェアおよびファームウェアの設計が同じであるモ
デル。機能、容量、メディアサイズ、総スロット数、チェンジャー/ライブラリーのドライブ数
が少なくなっています。

表4.22 メモリーカードまたはリーダー

ハードウェアクラ
ス

カタログ機能 必要なテスト 必要なハードウェ
ア

インストール、起
動、kdump

eMMC、PCIE SD
カードリーダー、
SD カード、USB
フラッシュキー、
USB SD カード
リーダー[a]

eMMC、PCIE SD
カードリーダー、
SD カード、USB
フラッシュキー、
USB SD カード
リーダー

ストレージ ストレージの最大
容量およびフォー
マット機能セット

インストール、起
動
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[a] それぞれのバリアント (ミニ、マイクロなど) を含みます。

ハードウェアクラ
ス

カタログ機能 必要なテスト 必要なハードウェ
ア

インストール、起
動、kdump

レバレッジの注記:同一の統合チップセット、リムーバブルアダプター。同一または低い容量ま
たは機能のカードとスティック

注記

マルチリーダーは、マルチポートアダプター基準に従います。

表4.23 光学

ハードウェアクラ
ス

カタログ機能 必要なテスト 必要なハードウェ
ア

インストール、起
動、kdump

CD-ROM ドライ
ブ、DVD ドライ
ブ、または Blu-ray

BD-RE、BD-R、
Blu-ray、DVD-
RW、DVD-R、
DVD、CD-RW、
CD-R、CD

CDROM ドライ
ブ、DVD ドライ
ブ、または
BLURAY

BD-RW (最高)、
BD-R、DVD-
RW[a]、DVD-R、
CD-RW、CD-R、
BD、DVD、CD
(最低) の順で最も
高い各ストレージ
コントローラー上
のメディアタイプ
(すべてのドライブ
をまとめたメディ
アサポートに基づ

く[b] (ストレージ
コントローラーで
利用可能なドライ
ブ))。

インストール、起
動

[a] "+" および "-" は、機能レビューでは同等のものと見なされます。

[b] テスト時に使用する特定のドライブやドライブの数に関係なく、ハードウェアパートナーはモデルの一部であるすべて
のドライブをサポートする必要があります。同等の実稼働サイクルのドライブ変更を、ハードウェアパートナーが社内で
テストする必要があります。実稼働サイクルのドライブ変更テストの結果は、Red Hat に提出する必要はありません。

レバレッジの注記:ストレージコントローラー活用のポリシーに従う、ストレージコントロー
ラー上で同一または少ないメディアをサポートするドライブ。

4.9. 追加の手動テスト

追加の手動テストは、外部ストレージおよびマルチパス HBA で設定されます。

4.9.1. 外部ストレージおよびマルチパス HBA

ストレージコントローラー/デバイスのベース要件に加えて、ベンダーは、その内部品質保証プロセス
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ストレージコントローラー/デバイスのベース要件に加えて、ベンダーは、その内部品質保証プロセス
が、以下のシナリオ下で Red Hat Enterprise Linux と完全な機能をテストしたことを確認する必要があ
ります。

マルチコントローラー/単一ホスト

マルチホスト/単一コントローラー

マルチコントローラー/マルチホスト

マルチパスあり/なし

LUN マスクあり/なし (LUN を特定のホストに委譲)

短時間のケーブル引き抜き (ケーブルを取り外し、障害検出前に復旧)

Red Hat Enterprise Linux でサポートされている特殊機能

上記のテストでは、テストの結果パッケージを Red Hat に提出する必要はありません。

[1] 機能の数は一意とは見なされません。たとえば、他のすべての機能が同じであるデュアルおよびクアッドイー
サネットアダプターは、同じ機能を提供すると見なされます。

[2] ノートはネガティブなトーンではなく、ポジティブなトーンにする必要があります。

第4章 テストプランの作成
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